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４．お わ り に
　情報公開請求によって入手した土地利用現況把握調査の都道府県別面積と各都道府県においてこれま
で公開されてきた統計数値をもとに、現在から過去に引き延ばす形で、農地、森林、原野等、水面・河
川・水路、道路の各項目の都道府県別の累年データを作成した。さらに、GISベースの数値との回帰分
析により、公開されてきたもっとも古い年次である1963年よりもさらに遡って1950年まで推計した。
　３節の回帰分析によれば、さまざまな資料から推計されている土地利用現況把握調査の数値と、GIS
の数値が1985年時点ではかなり同じ対象を示していることがわかった。例えば、土地利用現況把握調査
の森林は、国有林と民有林の合計であり、「所有」ベースの数値である。一方、「日本列島の環境変化」
のそれは、広葉樹、針葉樹、混交林、竹林の合計であり、「植生」ベースである。従来、土地台帳にも
とづく所有面積データの精度には疑問を付されることが多かったが、決定係数が１であることをみると、
所有上の森林は文字通り植生上の森林を示しているといえる。空撮や衛星の情報を利用した地域森林計
画の作成が1985年時点で進んでいた可能性が考えられるが、今後はっきりさせていきたい。少なくとも、
表1　自由度補正済決定係数 表2　LUISデータの土地利用現況への1次回帰式の推計結果
38 谷　口　忠　義
新潟青陵大学短期大学部研究報告　第50号（2020）
所有上の森林面積の数値の精度を歴史的にさかのぼって考察する際の一里塚となったといえるだろう。
　また、土地利用現況把握調査の宅地とは、住宅地、工場用地、その他の宅地の合計であり、一番割合
が大きい住宅地は、「固定資産の価値等の概要調書」という地方税の課税額を決定するための土地台帳
にもとづいている。それらは、地図上の都市記号で示された部分とおおよそ重なっているといることも
第３節の結果より想定される。p値が若干悪いのは、住宅地に限定しなかったためか、地図情報から「都
市」の面積を求める算出方法に帰するところが大きいのではないかと思われる。
　今回の推計で一番精度が劣ると考えられるのは、原野等である。土地利用現況把握調査においても不
連続になる場合が多く、しかも第３節の回帰分析においても北海道を除いた場合の決定係数は0.5333と
低い。荒れ地には、はげ山のように草木が生えていない箇所が含まれているが、原野とは森林以外の草
生地であり、含まれていない。両者の対象に差異があることが決定係数の低さに影響しているのであろ
う。はげ山は人々が利用できず、災害をもたらす恐れがある一方で、草生地はまぐさ場、茅場などかつ
ての人々の生活になくてはならない存在であったことを考えると、両者を区別できることは望ましいが
現段階の推計値はそれを示すことはできない。原野、荒れ地の変化を明らかにすることは今後の大きな
課題である。
　なお細かい点ではあるが、公表されている1963年までの全国値や圏域別地と、推計値から合算して求
められるそれらの値とを比較して、推計値の補正やデータの差が意味することの考察も将来の課題であ
る。
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表3　都道府県別土地利用面積（平方キロメートル）
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